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予備軍の減少という観点から、メタボリックシンドロ  かの報告があつた め~0。 しかし、メタボリックシンド
ームの概念を導入した特定健診・特定保健指導が開始  ロームに対する認識の調査研究はほとんど行われて
された。 いない。
平成 17年度「国民健康栄養調査」によると、40～   そこで、本研究では、大学生のメタボリックシンド
74歳男性の 2人に 1人、女性の 5人 に 1人が、メタボ  ロームヘの認識やその情報源、生活習慣の実態を把握
リックシンドロームが強く疑われる又は予備群と考  することを目的とし、実態調査を行つた。
えられるとの結果が報告されている。また、20～29歳
においても、男性 130%、 女性 1.4%で あり、男性に  I.研 究方法
いたっては 10人に 1人 という結果が得られている°。  1_対 象者




と述べているように生活習慣病の予防は、若  る者を除いた。質問紙 (資料 1)の配布は 130名、回答
い年代からの取 り組みが必要である。 者は 125名 (男性 102名 、女性 23名 )、 回収率は 96.1%
であつた。
徳島大学 医学部保健学科 地域・精神看護学講座     2.研 究期間 :2008年 5月 ～12月 に実施。
3.データ収集
連絡先 :徳島市蔵本町3丁 目18番地の 15〒 770・ 8509   2008年 7月 に調査の趣旨・目的を説明した上で集合




















回収 した質問紙を基に、表計算 ソフ ト(卜饉crOsO食








Ⅲ.結   果
有効回答率は 81.6%で、調査対象の平均年齢は 18.8
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図 7 生活習慣 (9項 目)



















を見つめ直し、行動変容に結かつけようとしてぃる大  3)飯島久美子,山 田一郎,森本兼暴 :大学生におけるライフスタイル
学生が少ない傾向があった。そしてく生活習慣改善の   と身体的ならびに精神的健康度,ラ イフスタイルコ動Ⅲ健康理
意識では関心期・準備期の者が多く、実際に改善に取   論と実証研究,医学書院 (東京),1171125,1991
り組んでいる学生は少なかった。以上から、関心期・  0近 藤卓 :中高生におけるライフスタイルと身体的健康度,ラ イフ
準備期の者へ積極的にアプローチ してい くことが大   スタィルと健康―健康理論と実証研究,医 学書院 (東
学生の生活習慣の改善で効果的であると考える。また、   京),126‐ 129,1991
若 者 が 好 ま しい 生 活 習 慣 を 確 立 す る た め に は 、知 識 の   5)折 原茂樹 :大学生の健康生活習知識・ 健康意識 に対す る態度変
普及だけでなく、意識付け・動機付けに繋がるアプロ   化の研究,近畿大医誌,31(1),9‐ 20,2006
―チが必要であると考えられる。 6)中野照代,他 :看護学生と教育学部学生の健康習慣・健康観の比
較研究,聖隷クリストファー大学看護学部紀要,13,91‐ 1042005
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習慣病を考える,公立豊岡病院紀要,1■ 73‐ 72,2002
資料 1 質問紙
1.年齢 )歳( 2.あなたの性別   ①男   ②女
①工学部・総合科学部  ②医療系学部3.所属 4.あなたのお住まい ①下宿  ②自宅







① 省庁や市町村など ⑤ ロコミ
の公的機関からの ⑥ テレビ
ホームページ   ⑦ ラジオ
② それ以外のホーム ③ 新聞
ページ      ⑨ 健康に関する
③ 広報など公的機関   専門雑誌
からの印刷物   ⑩ その他
の 子ね′以外の自爾I物
3





①凱覇rFを   ⑥響うも
~
②思詰緩曇    ⑦議音監窄
③繕浸曇      (紹費機議翼将)
④肥満症      ③その他
⑤籍現T
喫煙習慣はありますか。 (禁煙




6 1日 30分以上の軽く汗をかく運動を週 2日 以上、1年以上
実施していますか。 (例 :部活、通学など)
① はい ② いいえ
7 日常生活において歩行または同等の運動を 1日 1時間以上
実施していますか。 (例 :立ち仕事のアルバイトなど)
① はい ② いいえ
8 ほぼ同じ年齢の同性と比較して、歩くスピー ドが速いと感
じますか。
① はい ② いいえ
9 この 1年間で体重の増減が±3 kg以上ありましたか。 ① はい ② いいえ
ほぼ同じ年齢の同性と比較して食べる速度が速いと感じま
すか。
① 速い ②ふつう  ③遅レ
就寝前の 2時間以内に夕食をとることが週に 3回以上あり
ますか。
① はし ② いいえ
夕食後に間食 (3食以外の夜食)を とるこJ両面百丁面蕨
上ありますか。
① はい ② いいえ
朝食を抜くことが週に 3国以上ありますか。 ① はい ② いいえ
お酒 (ビール、チューハイなど)を飲む頻度はどれくらい
ですか。






① ビール    350ml缶   (  )缶
② 焼酎     35度     (  )杯
③ 日本酒           (  )合
④ 果実酒    14度     (  )杯
⑤ チューハイ 5度 ( )杯
⑥ カクテル   グラス   (  )杯
⑦ その他(       )  (  )杯




② 改善するつもりである (約 6か月以内)





① はい ② いいえ
